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日程 賀 新 年

会員、御家族及び従業員の皆様の

御健康と御多幸並びに光市医師会

の発展を心より祈念致します。

昭和51年 1n 1日

光市医師会長 林 之孝

."..，・・叫・ー・・1111“-・炉ー-・・1111・・.......・

会長 挨拶 (新年集会)

会員の皆様、明けましてお自lH度うござい

ます。お寒い中、お+亡しい中を多数ど参集い

ただきまして、昭如51年度新年互礼集会を聞

くことができます乙とをお互いに円びあいた

いと思います。

昨年は世情が波乱含みながらも沈滞のま h

iζ過ぎましたが、光市医師会におきましては、

会員の皆様の心からなるお力添えによりまし

て大過なく日を電ね得ましたζ とを以くお礼

申し上げます。

本年は20世紀の第 4阿半期、 70"f慢の後半

への出発という年であり 、旦文執行部改選の

年でもあり、新しい飛躍があらねばならない

ということを翰く感ずる年の様に患います。

現在医師会の持つ極めて身近い問題として

は l災政の瓜iで 28~ぢ問題、医療費問題が、地域

医療の110で予防接府の{J・り万が昨年より持ち

とセれた問題として解決を迫られております。

会員の皆様の強力なるど支援、ど協力なくし

ては望ましい解決lζ到述する乙とは出来ない

と思います。

きて 、民師会というものを一本の本lζ想え

ますととれを支えているその根の一本々々は

会員の一人々々であると也います。強同な艇

がなければその木は倒れてしまいます。x.本

が倒れてしまえば根t立枯れてしまいます。そ

して乙の恨は地域社会という土の中に根ざし

ている呪ですから地域との共存というととを

抜きにしては存続し得ないという乙とであり

ます。医師会、会員、地域、この三者が共#ー

することによってそのイメ在を主張し得る沢で
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あります。 l民%合がその内唱のことにのみ吸

々とすることがあれ:まそれは自滅の道をたどる

ものであるし又地成に傾むき過ぎるという乙

とも 、 料慨は地域が~穴~堀ることになると

思いをす。このJl(f、即ちi卓帯というものは

お可jζiZ じあえる~ましい姿であらねばなら

ない飛で、乙の点そお互いが冷静に学問的lζ

判断していかなければならないと思います。

私は、乙の地域とのJ~作という辺りに医師

会の使命というものがι在していると思いま

す。私がよく rfJします弓!葉ですが 「医師らし

く、医師ぶらずJあるととが共存への不可欠

の心杭えではなL、かとjS「ております。

辰年のO(Iとは己年が続きます。うかうかし

ていると飽踊蛇出になってしまいます。乙の

-{fを悔の残らない誌に }J一杯歩き続けてい

きましょう。

持棋のど健mとご発展をお祈りいたします。

医師会月

※ 1月13日

午後 7.30

(火)新年互礼集会 於医師会館

O，i1!絡事項 (1)会口の入退会について (2)地

(3)日医会長年頭域保険i1i1VJ間伐について

談話について

0協議事項

(4)交通保険!亙改について

il)予防依頼について (2)患者調・

査記入巧について (3)学校安全会における

医療明係事項について (4)休日診療につい

て (51呼吸器疾fti調任について

・1月13日 (火) P~事会於医師会館

吹町役目の改選事項7.却

午後

1976 

診療報酬の改定はどうなる

政府案9.1%・日医要求15%以上

田中厚相は去る 12JJ24tlの記岳会見で

r 5 I 年度予p:官にみ出間前;改定分J)9. 1 :'o 

アップを{~~り込む」と訴勺たりこれは中医院

会長が文払い<<I'Jとf今出制IJの対立により'tf内再

加の見通しが収たず、政府消Iblj告やt!Jll¥する

ζ とができないための~ïl.;~tN1ei;;to }'/加は 9.1 

9ぢア・ソプ分そ{fd:り込んだ乙とについて["'4 9 

年 10 n以降における料済指標存にらんで決

めた jとしている。然し中l正協は小;年早々に

再開されるは却しで、f1民会長は 15 Sぢ以ト

アップを世求しているとぷわれ、補正予震を

鍋むことが浮上すれば、会f企部州改定はさら

!と引き上げられることがチ想、ぢれる。診捺報

酬 9.I qh引き上げによるl同市白tll.へのハネ返

り'士平仔度ペースで 1820億円位になる。

健康保険制度改正の意見書

(社保審懇)

社会保険審議会の健保問題乙ん議会(座長 ・

小山路男崎浜di，'，巨大乍教授)は去る12月2311、

健康保険制度改正について此終的怠見Jiφをま

とめた。とれは51"1"1立子抑制岐に反映させる

ためのもので、なは;，'::は「同民福祉は経済の

変刊によって後辺すべきものでないj としな

がらも 、財政想化lζ対処するため品小限の負

担アップはやむをえないと指摘している。乙

うした観点から，'1¥序町、即務料の給付水準を

実情lと今わせて引きあげることと抱き合η せ

に (î~標準織が'月額の上下i裂の改咋は賃金の

変動lζ スライドさせるべきだ ω一部負t司令、

高知療器慢の向己負m限度知見荷しはとくに
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慎電に取り扱う ③保険料率の引き上げ幅は

できるだけ小幅にとどめる一一ーとして保険料

引き上げ、患者負担の引き上げを認めていま

す。厚生省は政府符常惇康保険が日年貯 19 

1億円の「赤字J転落を必至とみて保険料率

の引き上げ、標準報酬上下限の引き上げ、初

診料、高鮪俣療費の患者負担の引き上げなど

具体的な検討に入っている。一方、大蔵省も

財源睡を理由に受益者負担の強化を打ちだし

1976 

もり乙まれる ζ とは確実である。 ζ のほかな

見書は、退職医療制度は引続き検討をおとな

い、5人未満事業所への噂康保険適用問題は

当面、任意包括加入制度を弘極的に活用すべ

きだと提言しておる。また昭和48年度の改正

で原則として二年度収支を均衡させることに

なっている政符時保財政については、「急激か

っ異常な経済変動にたいしてはこの原則をつ

らぬくことは閑難だJとして政府の対策を要

ており 、同こん談会の意見占により健康保険 唱している。

料引きヒげ、患柑負悶の強化が51年度予算iζ ………-
ザ古ミチチチテチf. ~\"''''''.\~:.''.''4'''''''' '''''''''''''' :''''''.''''''''.''' ''，，''，''，'':N情地\'......::チヂ持拍手

言 言D す口安面白 日ZZ2222R23222日間??t
<=>..." .コcÞl:>X::::::>X::::::>C)C)X::::::>C>C>J;;) C>X::::::>X::>~ .t: 

1: どやかに幕をとじた。

退会 昭和50年12月31自 宅一
ま H会長の御管制の後、神々の舞いの{穫が鈴まった。

弘中 和彦先生(市民病院外科〕 手 ζ の年の忘念退散のセめである。

井原広太郎先生(市民向院外科)

転出先 広島県大竹市新町二丁目6-6

開業 大竹外科病院

入会 昭和51作 1月1日

村岡武穂先中(市民病院外科1

1 1、問悦郎先II~ (市民病院外科〕

山大医学部第一外科より

一一…一一あとがき

総神の舞い

去る師..rの月、神湯の湧さ司1る湯野の地で、ゆく年
のさまざまはいまわ Lい事を忘れ去り 、くる年を奈

l <迎えるため、同志会員が集まり忘年と越年の儀
式が行なわれた。

原始そのtf太鶴であった女抑は、!;({4;もあらわに、

青臭い場硲IC閉まれたiiiJ門を!沼会、 3いんの外は鳴
くζ ともない俺門も00紋して、肢体をくねろし、時

』ζ高々と腰ffiを~:j鰐 L て硲め ßの舞いを行い、 4安心
をついて感憎まり時』ζ神宮の戸を発 L給うた。

O.{l"fま杏々しき3臭にみせられてがj門に拍手を打旬 、

多くの省は喜びのft歌を神々に絡げた。

霊験も新たに同ぶ会uは無市息災lζゆく年を送り 、
新しい年を迎えた。

混迷と不安IC明けた新杯であるけれども、乙の年の
箆の在日く、ぽつぽつと Lて正rjl，，/ 包て 、心4ζ俸を重

ねて老いることなく、 ζ のil'の事を折る。(大野正在地)

1&勾や年々同じ低の隅 (I段チ〉
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